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山
鳥
坂
ダ
ム
計
画
の
再
構
築
案

提
示
さ
れ
ま
し
た
。

松
山
市
な
ど
中
予
へ
の
分
水
を
中
心
と
し
た
当
初

の
計
画
は
、
今
や
肱
川
流
域
の
治
水
と
清
流
復
活
の

た
め
の
計
画
へ
と
生
ま
れ
変
わ
り
、
中
身
が
大
き
く

見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
、
私
た
ち
の
目
の
前
に
肱
川
の
課
題
解
消
方
策

が
示
さ
れ
、
国
の
予
算
に
よ
っ
て
事
業
が
行
わ
れ
る

絶
好
の
機
会
を
迎
え
て
い
ま
す
。
ダ
ム
計
画
の
再
構

築
案
(
第
一
次
案
)
の
受
け
入
れ
を
断
り
、
そ
の
議

論
を
放
棄
し
て
白
紙
に
戻
し
て
し
ま
う
か
、
そ
れ
と

も
戦
後
最
大
洪
水
(
昭
和
田
年
の
洪
水
、
毎
秒
流
量

5
、0
0
0
立
万
メ
ー
ト
ル
)
に
耐
え
ら
れ
る
治
水

安
全
度
を
目
標
と
す
る
安
全
安
心
の
確
保
と
清
流
復

活
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
す
か
の
分
岐
点
に
来
て
い
る

の
で
す
。

(
第
一
次
案
)
が

「
乙
の
機
会
を
逃
せ
ば
チ
ャ
ン
ス
は
も
う
な
い
」

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
の
財
政
状

況
は
今
後
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増
し
ま
す
。
治
水
対

策
が
必
要
な
地
域
は
全
国
に
数
多
く
あ
り
ま
す
。
た

と
え
こ
の
ダ
ム
計
画
が
中
止
と
な
っ
て
も
、
今
回
示

さ
れ
た
事
業
費
は
、
こ
う
し
た
地
方
の
た
め
に
使
わ

れ
る
は
す
で
す
。
検
討
を
重
ね
た
様
々
な
方
策
を
否

定
し
た
地
域
に
再
び
チ
ャ
ン
ス
が
訪
れ
る
の
は
い
つ

〈

の
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
。

事
業
評
価
監
視
委
員
会
(
国
土
交
通
省
)
に
お
い

て
結
論
が
出
さ
れ
る
ま
で
に
、
肱
川
流
域
と
し
て
の

考
え
を
取
り
ま
と
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
音
地
域
が
自
己
主
張
す
る
だ
け
で
な
く
、

お
互
い
が
痛
み
を
分
け
合
お
う
と
す
る
姿
勢
が
大
切

で
す
。
長
浜
町
で
は
、
河
口
近
く
ま
で
山
が
迫
り
、
家
屋

移
転
を
伴
う
堤
防
整
備
に
時
間
が
か
か
っ
て
い
ま

す
。
も
し
も
大
洲
を
水
害
か
う
守
る
た
め
に
先
に
堤

防
で
締
め
切
っ
て
し
ま
う
と
、
長
浜
に
洪
水
が
一
気

に
押
し
寄
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
大
洲
が
堤
防
整

備
を
望
む
な
う
洪
水
を
溜
め
る
場
所
(
ダ
ム
や
遊
水

池
)
を
造
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ダ
ム
の
早
期
建
設
を
望
む
肱
川
町
。
な
か

い

わ

や

で
も
建
設
予
定
地
の
岩
谷
地
区
(
羽
戸
)
で
は
、

m

年
以
上
移
転
補
償
を
受
け
ら
れ
な
い
ま
ま
苅
歳
を
過

ぎ
た
多
く
の
人
た
ち
が
、
不
安
と
い
う
立
ち
を
募
5

せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
鹿
野
川
ダ
ム
の
湖
底
に
は
、

大
洲
の
洪
水
対
策
の
た
め
に
水
没
し
た
家
屋
2
0
9

戸
が
あ
っ
た
こ
と
も
決
し
て
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
市
内
の
一
部
で
聞
か
れ
る
「
新
規
ダ
ム
は
不
要
。

鹿
野
川
ダ
ム
改
造
で
十
分
」
の
声
は
、
肱
川
町
の
同

意
が
得
う
れ
な
い
の
が
現
実
で
す
。
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I安心して暮らせるまちJにするととが白書
この機会を逃したら、もうチャシスはない

回

5
月
日
日
、
大
洲
市
役
所
で
聞
か

れ
た
山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
対
策
協
議
会

理
事
会

(大
洲
市
・
喜
多
郡
の

6
市

町
村
の
首
長
・

議
長
で
組
織
)
で
国

土
交
通
省
か
ら
ダ
ム
計
画
の
再
構
築

案
(第

一
次
案
)
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
引
日
に
は
総
会

(同
6
市

町
村
の
首
長
、
議
長
、
特
別
委
員
会

の
議
員
ら
で
組
織
)
が
聞
か
れ
、
再

構
築
案
の
説
明
や
質
疑
応
答
、
平
成

M
年
度
事
業
な
ど
の
審
議
が
あ
り
、

再
構
築
案
を
協
議
検
討
す
る
た
め
、

公
聴
会
や
住
民
説
明
会
の
開
催
が
決

定
し
ま
し
た
。

桝市 長

再
構
築
案
の
内
容
は
、
①
川
幅
を

宅
地
側
に
最
大
約
2
0
0
m
(平
均

阿

川

初

m)
広
げ
る
引
堤

2

ト

案

(
事
業
費
約
2
、
5

E

献

0
0
億
円
、

移
転
家

-
問

屋
数
約
4
5
0棟
)
、

園
叶

②
河
道
内
を
掘
っ
て

A
m
m

調
節
容
量
を
増
や
す

釘

掘
削
案

(
事
業
費
約

時

8
7
0
億
円
)
、
③

枇

大
洲
地
点
上
流
の
平

れ

地
部
を
洪
水
時
の
遊

恥

水
池
と
す
る
遊
水
池

慨

案

(
事
業
費
約
l
、
2

d

7
0億
円、

移
転
家

こ
れ
ま
で
様
々
な
動
き
が
あ
り
ま
し
た
が
、
市
民

の
生
命
財
産
を
守
り
安
全
で
安
心
な
ま
ち
に
す
る
と

い
う
大
き
な
目
標
の
た
め
に
体
を
張
っ
て
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
肱
川
の
安
全
確
保
と
清
流
の
復
活
を

目
指
し
た
再
構
築
案
(
第
一
次
案
)
は
、
全
国
的
に

屋
数
約
4
0
0棟
)、
④
堤
防
整
備
を

前
提
に
、
不
足
す
る
洪
水
調
節
量
を

鹿
野
川
、
ダ
ム
改
造
+
山
鳥
坂
ダ
ム
建

設
+
野
村
ダ
ム
の

3
ダ
ム
で
対
応
す

る
ダ
ム
案

(
事
業
費
約
8
1
0
億
円
)

の
4
案
に
加
え
、
現
在
の
堤
防
を
高

く
す
る
嵩
上
げ
案

(
参
考
案
)
も
示

さ
れ
ま
し
た
が
、
国
土
交
通
省
は
、

安
全
と
安
心
の
確
保
、
清
流
の
復
活

の
た
め
に
は

「
④
ダ
ム
案
」
が
最
良

で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
理
由

は
、
ダ
ム
よ
り
下
流
域
で
水
位
を
下

げ
る
効
果
が
あ
る
。
水
量
の
平
準
化
、

渇
水
時
の
維
持
流
量
補
給
お
よ
び
貯

留
制
限
に
よ
り
自
然
な
流
れ
の
回
復

が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
の

ダ
ム
案
に
よ
る
と
、
中
予
分
水
の
中

止
に
よ
り
、
山
鳥
坂
ダ
ム
の
貯
水
量

が
2
、4
9
0
万
立
方
メ
ー
ト
ル
(
約

4
割
削
減
)
と
な
り
、
前
回
の
見
直

し
案
と
比
べ
、
ダ
ム
の
高
さ
は
げ

m

低
い

1
0
3
m
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

鹿
野
川
ダ
ム
改
造
(
治
水
機
能
向
上
、

水
質
対
策
な
ど
)
を
合
わ
せ
た
総
事

業
費
は
約
l
、
1
5
0
億
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
第
一
次
案
を
も
と
に
、

今
後
、

流
域
市
町
村
の
意
見
を
反
映
し
た
最

終
案
が
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す。

で
す
。

も
例
の
な
い
、
流
域
に
配
慮
さ
れ
た
画
期
的
な
計
画

私
は
、
こ
の
考
え
を
も
と
に
、
今
後
の
肱
川
流
域

市
町
村
に
と
っ
て
最
良
の
方
法
を
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

総会
山鳥坂ダム建設対策協議会

3 
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九
一
洪
水
に
対
す
る
安
全
性
の
確
保
」
と
「
清
流
の
復
活
」
の
い
ず
れ
も
必
要
。

肱
川
流
域
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
、

8
割
を
超
え
る
人
が
こ
う
考
え
て
い
ま
す
。

今
日
も
肱
川
流
域
に
は
多
く
の
人
々
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
私
た
ち
も
そ
の
中
の
一
人
で
す
。

流
域
と
し
て
の
結
論
を
ま
と
め
る
時
期
に
き
て
い
ま
す
。

「
さ
て
、
本
当
に
よ
い
の
は
ど
の
よ
う
な
方
法
な
の
で
し
ょ
う
か
?
」

住
民
説
明
会
(
刊
地
区
)
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。
【
2
部
構
成
・
第
2
部
は
次
号
}

第

1

部

※肱川流域住民アンケート

は、 平成 14年3月、国土交
通省大洲工事事務所によ り、

肱川流域6市町村で実施。
アンケート回答数1，529通。

山
鳥
坂
ダ
ム
計
画
再
構
築
案
地
区
説
明
会

貴
重
な
ご
意
見
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

{
間
】
山
鳥
坂
ダ
ム
の
治
水
効
果
や

洪
水
調
整
能
力
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る

の
か
?

国
土
交
通
省

肱
川
流
域
全
体
の
面

積
に
占
め
る
山
鳥
坂
ダ
ム
の
流
域
面

企最初の説明会での桝田市長あいさ

つ (上須戒地区)

積
は
5
%
で
す
。
し
か
し
、
比
較
的

雨
量
の
多
い
地
域
で
あ
り
、
こ
れ
ま

で
の
洪
水
時
に
は

7
1
9
%
の
雨
量

を
記
録
し
て
い
ま
す
。
流
域
面
積
の

割
合
だ
け
で
洪
水
調
整
効
果
を
計
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
下
流
で
の
洪
水
に
効
果
が
あ

る
よ
う
に
調
整
し
、
鹿
野
川
ダ
ム
と

も
連
携
し
て
操
作
を
行
え
ば
、
洪
水

調
整
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

【
間
}
久
米
・
八
幡
神
社
辺
り
か
ら

長
浜
町
櫛
生
ヘ
ト
ン
ネ
ル
を
掘
り
、

洪
水
時
に
水
を
流
し
て
は
ど
う
か
。

国
土
交
通
省

こ
の
方
法
(
放
水
路
)

は
、
県
内
で
は
三
崎
町
で
行
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
大
き
な
川
に
は
不

向
き
で
、
石
狩
川

(札
幌
)
で
は
、

洪
水
時
の
濁
っ
た
水
を
流
す
こ
と
が

漁
業
関
係
者
か
ら
の
強
い
反
対
を
受

け
計
画
が
中
止
さ
れ
ま
し
た
。

【
間
】
今
回
の
案
で
は
、
ダ
ム
の
規

模
が
小
さ
く
な
っ
て
い
る
が
洪
水
調

整
効
果
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
?

国
土
交
通
省

貯
水
容
量
が
滅
っ
て

い
る
の
は
中
予
地
区
に
分
水
す
る
水

量
が
な
く
な

っ
た
た
め
で
す
。
洪
水

調
整
容
量
は
減
っ
て
い
ま
せ
ん
。

{
問
}
洪
水
の
時
だ
け
南
予
濯
漉
用

水
路
を
使
っ
て
宇
和
町
か
ら
宇
和
海

ヘ
水
を
流
し
た
ら
ど
う
か
。

国
土
交
通
省

南
予
用
水
で
流
せ
る

水
量
は
わ
ず
か
で
す
。
計
画
案
で
想

定
し
た
毎
秒
5
、
0
0
0
t
規
模
の
洪

水
に
は
、
あ
ま
り
効
果
は
期
待
で
き

ま
せ
ん
。

山鳥坂ダム再構築案の地区説明会の様子

開催日 地区 A 場 住民参加者 発言者

5月22日休)上須戒 上須戒公民館 30 2 

23日休)八多喜 八多喜公民館 84 9 

24日(金)一= 主回主三善 公民館 53 5 

27日(月)南久米 南久米公民館 70 3 

28日ω柳沢 柳沢公民館 32 
29日(水)大川 大川公民館 31 5 

30日休)菅田 菅田公民館 120 7 

これまでの 7地区の合計 420 32 

【
間
}
ダ
ム
を
造
っ
て
も
操
作
す
る

の
は
人
間
で
、
人
聞
は
必
ず
ミ
ス
を

起
こ
す
。
そ
ん
な
ダ
ム
よ
り
も
堤
防

整
備
を
優
先
し
て
ほ
し
い
。

国
土
交
通
省

堤
防
だ
け
で
大
規
模

な
洪
水
に
対
応
で
き
る
か
ど
う
か
疑

問
で
す
。
や
は
り
洪
水
時
の
ダ
ム
の

効
果
に
は
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

【
問
】
洪
水
時
、
堤
防
内
に
溜
ま
っ

た
内
水
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

国
土
交
通
省

洪
水
時
に
は
樋
門
を

閉
め
て
ポ
ン
プ
排
水
を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
以
前
の

問
題
と
し
て
堤
防
か
ら
溢
れ
る
所
が

こ
の
地
域
に
あ
る
以
上
、
堤
防
整
備

を
優
先
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
問
】
鹿
野
川
ダ
ム
の
完
成
(
昭
和

お
年
)
な
ど
に
よ
り
治
水
対
策
に
見

通
し
が
つ
い
た
と
し
て
、
も
と
も
と

遊
水
池
で
あ
っ
た
松
ヶ
花
、
東
大
洲

4 

区地差回一一一
同
『

J:
 

同
ド

l質のてっ
}
摘一の肱で

F

占
川

-
日

z

b

の
」
者
-
平
白
一
生
」
企

地
区
が
開
発
さ
れ
は
じ
め
た
。
こ
の

こ
と
に
誤
り
は
な
か
っ
た
か
。

大
洲
市
長

治
水
整
備
に
は
、
上
流

域
、
中
流
域
、
下
流
域
の
間
で
の
理

解
と
連
携
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

上
・
下
流
域
の
状
況
を
見
な
が
ら
で

な
い
と
堤
防
を
締
め
切
る
よ
う
な
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

国
土
交
通
省

鹿
野
川
ダ
ム
完
成
後
、

日
本
は
高
度
経
済
成
長
の
時
代
を
迎

え
ま
し
た
。
大
洲
で
も
企
業
誘
致
に

よ
る
ま
ち
の
発
展
や
そ
れ
ぞ
れ
が
自

分
の
家
を
持
ち
た
い
と
い
う
願
い
を

か
な
え
よ
う
と
し
て
、
現
在
の
よ
う

な
土
地
利
用
が
行
わ
れ
た
は
ず
で
す
。

こ
の
こ
と
を
責
め
た
り
、
家
屋
や
事

業
所
を
建
て
た
人
の
せ
い
に
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

【
問
】
ダ
ム
が
あ
る
か
ら
水
が
汚
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

国
土
交
通
省

肱
川
流
域
は
、

上
流
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の
宇
和

・
野
村
・
城
川
・
肱
川
、
中

流
の
大
洲
な
ど
に
人
が
多
く
住
ん
で

い
ま
す
。
ダ
ム
湖
で
は
、
夏
に
ア
オ

コ
(
植
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
)
が
発

生
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
水
質
調

査
の
結
果
を
見
れ
ば
野
村
ダ
ム
も
鹿

野
川
ダ
ム
も
ダ
ム
上
流
か
ら
流
れ
て

く
る
川
の
水
が
生
活
排
水
に
よ
っ
て

す
で
に
汚
れ
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。

ダ
ム
が
水
質
に
悪
い
影
響
を
及
ぼ
さ

な
い
よ
う
な
取
り
組
み
を
考
え
て
い

ま
す
の
で
、
流
域
の
皆
さ
ん
も
公
共

下
水
道
整
備
な
ど
清
流
復
活
の
た
め

の
取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。K

E

 

V
長
梯

ま
市
山
M

l

ト

る
田
町

句

せ
桝
何

ら
る
暮
語
て
と
し
す

弘

、
山
で

U
安

一

が
第
も
が
誰
り
企

{
間
}
再
構
築
案
資
料
で
比
較
す
る

と
鹿
野
川
ダ
ム
は
堆
砂
容
量
(
湖
底

の
土
砂
旦
一
塁
)
が

1
、
2
0
0
万
立
万

メ
ー
ト
ル
と
多
く
、
山
鳥
坂
ダ
ム
は

1
7
0
万
立
方
メ
ー
ト
ル
と
少
な

い
。
ま
ず
は
鹿
野
川
ダ
ム
の
土
砂
な

ど
を
除
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

国
土
交
通
省

大
変
よ
い
ご
指
摘
だ

と
思
い
ま
す
。
と
こ
ろ
で
堆
砂
容
量

(1
、
2
0
0
立
方
メ
ー
ト
ル
)
は
、

1
0
0年
間
に
貯
ま
る
土
砂
量
で
あ

り
、
鹿
野
川
ダ
ム
は
ま
だ
そ
こ
ま
で

貯
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
も
し
い
っ
ぱ

い
に
な
れ
ば
、
費
用
も
安
く
、
流
域

の
皆
さ
ん
に
迷
惑
を
か
け
な
い
方
法

で
掘
削
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

{
問
}
鹿
野
川
ダ
ム
で
の
発
電
目
的

の
貯
水
を
や
め
ら
れ
な
い
か
。

国
土
交
通
省

再
構
築
案
で
は
、
現

在
の
発
電
容
量
を
廃
止
し
、
洪
水
容

量
を
増
や
す
と
と
も
に
、
渇
水
時
の

流
量
維
持
と
河
川
環
境
の
た
め
の
貯

水
を
行
う
よ
う
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。

{
間
}
ダ
ム
建
設
に
市
の
負
担
金
は

必
要
な
い
か
?

大
洲
市
長

市
の
負
担
は
一
切
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。
水
道
代
、
税
金
に
跳

ね
返
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
治
水

は
固
と
県
の
仕
事
で
す
。
国
・
県
の

費
用
で
整
備
さ
れ
ま
す
。

{
間
}
矢
落
川
は
、
上
流
の
柳
沢
で

は
水
は
き
れ
い
な
の
に
、
な
ぜ
肱
川

本
流
と
の
合
流
点
あ
た
り
で
は
流
域

の
中
で
最
も
汚
れ
が
ひ
ど
い
の
か
。

国
土
交
通
省

水
質
は
、
水
の
汚
れ

と
川
を
流
れ
る
水
量
の
割
合
で
決
ま

り
ま
す
。
水
の
汚
れ
は
生
活
排
水
が

大
き
な
原
因
で
す
。
人
口
の
多
い
肱

北
・

喜
多

・
平
・
新
谷
地
区
の
生
活

排
水
(
し
尿
以
外
)
は
、
現
在
す
ベ

企事業費の市負担はありま
せん! (柳沢池区)

て
矢
落
川
を
通
っ
て
肱
川
に
流
れ
て

い
ま
す
。
再
構
築
案
に
よ
れ
ば
、
肱

川
合
流
後
の
本
流
の
水
質
は
向
上
し

ま
す
が
、
矢
落
川
の
水
質
向
上
は
地

域
の
皆
さ
ん
の
取
り
組
み
に
よ
る
と

こ
ろ
が
大
で
す
。

【
間
】
ダ
ム
が
で
き
れ
ば
洪
水
が
防

げ
る
と
い
う
の
は
安
易
す
ぎ
る
の
で

は
な
い
か
。
肱
川
は
治
水
の
難
し
い

....肱川の治水や清流復活

は…(大川地区)

川
だ
。
最
悪
の
こ
と
を
想
定
し
て
ほ

，、
O

I
L
-
w
 

国
土
交
通
省
何
が
な
ん
で
も
ダ
ム

を
造
ろ
う
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。

が
、
何
が
な
ん
で
も
安
全
な
ま
ち
に

し
た
い
。
清
流
を
取
り
戻
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
ダ
ム
案

が
最
良
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

肱
川
は
河
口
が
狭
い
な
ど
の
理
由

で
、
日
本
有
数
の
治
水
が
難
し
い
川

で
す
。

1
0
0
年
に

1
度
の
洪
水
、

あ
る
い
は
そ
れ
を
超
え
る
規
模
の
洪

水
が
発
生
し
た
場
合
、
理
想
論
だ
け

で
は
ダ
メ
で
す
。
し
か
し
、
今
年
よ

り
は
来
年
の
安
全
度
が
上
が
る
よ
う

に
、
来
年
よ
り
も

m
l
m年
と
、
積

み
木
を
積
み
上
げ
る
よ
う
に
安
全
度

を
向
上
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

{
間
}
山
鳥
坂
ダ
ム
を
造
れ
ば
肱
川

が
き
れ
い
に
な
る
保
証
は
あ
る
の

ヵ
。
国
土
交
通
省

鹿
野
川
ダ
ム
に
、
水

を
か
き
混
ぜ
て
ア
オ
コ
を
発
生
さ
せ

な
い
よ
う
に
す
る
ば
っ
気
装
置
や
、

ダ
ム
内
の
き
れ
い
な
部
分
の
水
を
流

せ
る
よ
う
な
選
択
取
水
装
置
の
設
置

を
考
え
て
い
ま
す
。

{
問
}
平
成

7
年
の
洪
水
を
き

っ
か

け
に
野
村
、
鹿
野
川
ダ
ム
の
操
作
法

が
議
論
さ
れ
た
。
満
潮
時
の
ダ
ム
放

流
な
ど
が
原
因
で
洪
水
被
害
が
起
こ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
操
作
運
用
を

し
て
ほ
し
い
。

国
土
交
通
省

も
と
も
と
鹿
野
川
ダ

ム
(
県
管
理
)
に
は
発
電
機
能
が
あ

り
、
野
村
ダ
ム
(
国
管
理
)
は
大
洪

水
を
想
定
し
て
運
用
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
平
成
8
年
か
ら
は
中

小
洪
水
を
想
定
し
た
運
用
に
変
更
し
、

2
つ
の
ダ
ム
を
連
携
操
作
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
流
域
の
ど
の
場
所
に
、

ど
の
く
ら
い
の
雨
量
が
い
つ
ま
で
降

り
続
く
か
を
予
測
し
て
洪
水
調
整
を

行
う
に
は
、
現
在
の
気
象
予
報
、
雨

量
予
測
で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
将

来
、
予
報
予
測
技
術
が
飛
躍
的
に
向

上
す
れ
ば
、
満
潮
時
の
タ
イ
ミ
ン
グ

を
ず
ら
し
た
洪
水
調
整
は
可
能
で
す
。

【
間
】
い
ま
だ
に
治
水
整
備
が
で
き

て
い
な
い
と
こ
ろ
、が
あ
る
。
時
聞
が

か
か
り
す
ぎ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

国
土
交
通
省

確
か
に
時
間
が
か
か

っ
て
い
ま
す
。
「
国
土
交
通
省
は
も
っ

と
整
備
が
進
む
よ
う
に
し

っ
か
り
し

ろ
!
」
と
い
う
皆
さ
ん
か
ら
の
声
が
、

早
く
治
水
整
備
を
進
め
る
後
押
し
に

な
り
ま
す
。

、r
r =-一一.....!..._1I 

A山鳥坂ダム再構築案を説明する国土交通省大洲工事事務所の
黒川純一良所長 (菅団地区)
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春
の
叙
勲

(4
月
却
日
発
令
)
で
受
章
さ
れ
た
皆
さ

ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
(
大
洲
市
関
係
八
刀
)

勲
五
等
瑞
宝
章

せ

い

き

岡

本

正

規

さ

ん

(

大

洲

)

元
喜
多
医
師
会
会
長

保
健
衛
生
功
労

勲
五
等
・
瑞
宝
章

和
田

登
代
子
さ
ん
(
八
多
喜
町
)

元
公
立
小
学
校
長

教
育
功
労

勲
、
一
ハ
等
瑞
宝
章

い

し

か

わ

と

め

き

ょ

石
河
留
清
さ
ん
(
新
谷
町
)

元
郵
政
事
務
官

郵
政
事
業
功
労

勲
、
一
ハ
等
瑞
宝
章

と
お
る

森

岡

達

さ

ん

(

北

只

)

元
大
洲
市
消
防
団
副
団
長

消
防
功
労

告電競技で識鴇l
対怖かSも多くの入賞者

お た熱応洲 催大媛山県
り入 。戦援市こさ会県市総 5
で賞 を21かのれ(身 ) 合月
す選 繰人ら大ま 23体で運 19
0 手 りが主会し種障、動日
は 広~~去にた目害第公 (日)
次 げ両手は o~ 者 41 園、

2 fkRぷ 高等星五霊

6 

選手名 競技種目 順位

河内義春 砲丸投 2i立

佐相和希 やり投 11:立

真鍋好次郎 1 00 m走 2位

中川| 健 走幅跳 3位

上甲武一 砲丸投 2位

東 通弘 ハンドボール投 1位

大石晴直 砲丸投 2位

水谷武義 砲丸投 31:立

?izisifi l市更
し医大し 9上手お 16一一←一一一一- -E号F

iifii:;昆長望書喜美z
iiz iE世帯3三富で洲E
震昨夏fr 固法量~I.w 病 震
彰円治東・・・・3‘・・瞳圃Ir冒・・・・・ -ー-ーーー唾'用電1:. ー 睡 と

金主

|雲
彰

企全国都市会館(東京)での表彰式で、

優良病院全国表彰を受ける市立大洲

病院の谷口嘉康院長

設
者
協
議
会
長
並
び
に
全
国
自
治
体

病
院
協
議
会
長
の
両
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。
市
立
大
洲
病
院
で
は
、
こ
れ
か
ら

も
皆
さ
ん
の
信
頼
と
期
待
に
応
え
る

た
め
、
地
域
医
療
の
充
実
・
確
保
と

健
全
経
営
に
努
め
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

家
庭
用
の
天
ぷ
ら
油
は
、
口
火

が
な
く
て
も
約
3
6
0度
以
上
に

な
る
と
発
火
し
ま
す
。

調
理
の
際
な
ど
一
般
家
庭
で
使

用
す
る
油
量

m
i
l
t
の
天
ぷ
ら

油
を
家
庭
用
ガ
ス
コ
ン
ロ
で
加
熱

す
る
と
お
よ
そ

m
l
却
分
で
発
火

点
に
達
し
ま
す
。

23分日分10分



WI~1fi担山監事~~I面・
可冒置冒冒冒冒冒置置置置置置置置置置園田園置置圃圃圃圏圃-圃圃_.，.

7月21日(日)
今
年
も
7
月
の
第
3
日
曜
日
に
市

内
一
斉
清
掃
(
郷
土
美
化
運
動
)
を

実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

清
掃
場
所

市
内
の
河
川、

道
路
、
公
園
な
ど

作
業
内
容

草
刈
り
、
ゴ
ミ
の
収
集
・
除
去
、
下

水
溝
の
清
掃
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

保
険
環
境
課
環
境
保
全
係

合

@
2
1
1
1
(内
線
1
6
2
)

※
こ
の

一
斉
清
掃
以
外
に
地
域
活
動

と
し
て
清
掃
作
業
の
予
定
が
あ
る

と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
保
険
環
境

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

国
道
経
宥
を
け
フ
ι
w
J
ン
ュ
!

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

j

道
路
の
ひ
び
割
れ
や
わ
だ
ち
の
修

宮
@
3
2
5
3

繕
を
行
い
、
凸
凹
を
な
く
し
ま
す
。

夜
間
問
い
合
わ
せ
先
(
①
②
共
通
)

《
》
内
は
工
事
名
/
施
工
業
者
国
土
交
通
省
大
洲
工
事
事
務
所

①
大
洲
道
路

4
車
線
区
間
・
:
昼
間
宮
@

5
1
8
5

2
車
線
区
間
・
・・
夜
間

期
間
:
・
6
月
1
日
j

9
月
羽
田

《平

成
日
年
度
大
洲
舗
装
工
事
/
鹿
島
道

路
側
8
0
8
9
4
・
6
6
・
0
2
1
1
v

問
い
合
わ
せ
先
(
昼
間
)

国
土
交
通
省
内
子
監
督
官
詰
所

公
⑭
6
0
9
0

②
国
道
日
号
J
R
伊
予
大
洲
駅
付
近

期
間
・
:
7
月
1
日
j
平
成
同
年
1
月

引
日
《
平
成
日
年
度
若
宮
舗
装
修
繕

工
事
/
東
亜
道
路
工
業
側

合
⑭
3
0
4
6
V

問
い
合
わ
せ
先
(
昼
間
)

国
土
交
通
省
大
洲
国
道
出
張
所

••••••••• 
日野
k
b
W
4
1
2口
0

・k
lt

冷
川
一
!
一

4

に

す

‘

AMq一ο，，d
l
十

暗

“
-7

島
一
三
一
主

J
4

・

，L

ン
し

・
町
，
f

圃

イ

た

れ

ア

集

・
ぜ
B

'

l

マ

の

ば

、

募

・

川

，

』

dv
る

及

選

し

を

'
d
a
t
a角
4
が

昔

で

用

一

川

'
v
l固
な

mu
ト

使

タ

M

恥
M
w
-
-

D
W畑
一
ス
清

三

日

町

ア

固

=E乳MM
昨

日
モ
門

誌
仁
川
伸

i

a
園
内

ゴ

担

行

マ

だ

一
:
/

困
問

と
恨
の
ル
た

『
草
月r

，H
M
1
源

グ

県

デ

い

-
4
持

、
晶
圃
圃
官

資

ν
、
モ

て

r
d
hて
Ft
a
E田
省

パ

め

た

え

••••• 

工事場所の位置をご確翠ください
7月10日(71<)

県内在住、満20歳以上の人

1，000人

申し込み方法 住所、氏名、年齢、職業、電

話番号を記入して、ハガキ、

メールまたはファックスで

申し込んでください。

応募・問い合わせ先干790-8570愛媛県廃棄物対策課

TEL 089-941-2111内線:3153

FAX 089-934-1462 

メールアドレス haikibutsu@pref.ehime.jp

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 

募集締め切り

募集人員

• 
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8 

所
同
国項標目漏出岡

市
で

は

、

る

+
J
 

し
ま
し
た
。

創

こ
の
計
画
は
、
市
の
行
政
機
関
が
率
先
し
て
総
合
的
・
計
画
院

的
に
地
球
温
暖
化
対
策
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
皆
計

さ
ん
や
事
業
者
へ
の
普
及

啓
発
を
行
い
、

市
全
体
で
旬
題
に
新

取
り
組
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま

す

。

ゆ

こ
れ
に
よ
り
、行
政
活
動
に
お
け
る
事
務
・
事
業
を
見
直
し
、
洲

温
室
効
果
ガ
ス

(二
酸
化
炭
素
)
の
排
出
の
抑
制
を
図
り
、
地
大

球
温
暖
化
の
防
止
を
推
進
し
ま
す
。

尋
⑫
鳳
園
に
も

「大
洲
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画」

地
球
を
覆
う
大
気
に
は
、
二
酸
化

炭
素
や
メ
タ
ン
な
ど
の
「
温
室
効
果

ガ
ス
」
と
呼
ば
れ
る
気
体
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
気
体
に
よ

っ
て
、
地
球
の

平
均
気
温
は
約
日
℃
に
保
た
れ
、
人

間
や
動
植
物
に
と

っ
て
住
み
よ
い
環

境
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
産

業
活
動
の
拡
大
に
よ
る
石
油
や
石
炭

の
大
量
消
費
に
伴
っ
て
、
温
室
効
果

ガ
ス

(
主
に
二
酸
化
炭
素
)
の
排
出

量
が
急
激
に
増
加
し
て

い
ま
す
。
こ

の
こ
と
が
原
因
で
地
球
の
温
度
が
上

昇
す
る
現
象
を
「
地
球
温
暖
化
」
と

い
い
ま
す
。

地
球
温
暖
化
は
、

自
然
の
生
態
系

を
策
定

や
人
類
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
、

人
類
の
生
存
基
盤
に
関
わ
る
重
大
な

環
境
問
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
早
急

な
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
計
画
の
対
象
}

市
役
所
を
は
じ
め
と
す
る
市
の
行

政
機
関
す
べ
て
の
事
務
・
事
業
を
対

象
に
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の

取
り
組
み
を
行
い
、
地
球
温
暖
化
対

策
を
推
進
し
ま
す
。

た
だ
し
、
市
立
大
洲
病
院
・
下
水

道
施
設
な
ど
の
事
業
系
施
設
は
対
象

外
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
施
設
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
利
用
サ
ー
ビ
ス
な

， 
I買 目 平成12年度使用量 平成18年度削減目標(%)

車のガソリン 52，725 Q 6.1%以上

灯 油 144，451 Q 2.3%以上

車の軽油 28，544 Q 4.9%以上

車以外のガソリ ン 235 Q 4.0%以上

車以外の軽油 595 Q 3.9%以上

A 重 i由 144，822 Q 2.0%以上

プロ}~ンガス 17，084rri 2.1%以上

電気使用量 3，623，267剛h 3.1%以上

dzb ョ 計 3.0%以上、

ど
に
直
接
影
響
を
受
け
る
た
め
で
す
。

【
計
画
の
期
間
}

期
間
は
、
平
成
凶
年
度
か
ら
平
成

問
年
度
ま
で
の

5
年
間
で
す
。
ど
の

程
度
改
善
さ
れ
た
か
を
比
較
す
る
た

め
の
基
準
を
平
成
山
年
度
(
基
準
年

度
)
と
し
ま
し
た
。
基
準
年
度
は、

市
が
独
自
に
設
定
し
た
も
の
で
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
量
の
増
減
を
比
較

検
討
す
る
た
め
の
基
本
と
な
る
も
の

で
す
。
な
お
、
技
術
の
進
歩
や
社
会
情
勢

の
変
化
な
ど
も
考
慮
し
た
う
え
で
、

年
に

1
回
程
度
の
点
検

・
評
価
を
行



広報ああず 2002 7月号

ぃ
、
見
直
し
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

市
で
は
、

二
酸
化
炭
素
を
削
減
の

対
象
と
し
ま
し
た
。
温
室
効
果
ガ
ス

に
は
、
二
酸
化
炭
素
、
メ
タ
ン
、
オ

ゾ
ン
、
フ
ロ
ン
な
ど
6
種
類
が
あ
り

ま
す
。
二
酸
化
炭
素
は
日
本
に
お
け

る
温
室
効
果
ガ
ス
全
体
の
約
町
%
以

上
を
占
め
て
お
り
、
そ
の
排
出
量
を

平
成
四
年
度
ま
で
に
、
平
成
ロ
年
度

の
排
出
量
か
ら
3
%
以
上
削
減
す
る

こ
と
を
目
標
と
し
ま
す
。

【
推
進
・
点
検
体
制
】

市
長
を
中
心
に
全
職
員
が

一
体
と

な

っ
て
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

を
推
進
し
て
い
く
た
め
、
実
行
計
画

推
進
本
部
・
実
行
計
画
推
進
員

・
実

行
計
画
推
進
班
を
設
置
し
ま
す
。
実

行
計
画
を
推
進
す
る
う
え
で
行
動
計

画
を
立
て

(
P
L
A
N
)
、
実
施

(
D

O
)、
点
検

(
C
H
E
C
K
)
、
見
直

す

(A
C
T
I
O
N
)
と
い
う

「
P

D
C
A
サ
イ
ク
ル
」
で
構
成
さ
れ
る

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
考

え
を
取
り
入
れ
、
目
標
達
成
を
目
指

し
ま
す
。

な
お
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
総
排
出

量
、
数
値
目
標
の
達
成
状
況
等
の
点

検
・
評
価
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
市

民
の
皆
さ
ん
に
も
公
表
し
ま
す
。

ー
電
気
使
用
に
関
す
る

取
り
組
み

V
昼
休
み
な
ど
の
休
憩
時
間
や
未
使

用
ス
ペ

ー
ス
の
照
明
は
支
障
の
な

い
範
囲
で
消
灯
し
ま
す
。

V
冷
房
の
設
定
温
度
は
お
℃
を
、
暖

房
の
設
定
温
度
は
却
℃
を
め
ど
と

し
ま
す
。

V
パ
ソ
コ
ン

・
コ
ピ

l
機
・
プ
リ
ン

タ
な
ど
を
使
用
し
な
い
と
き
は
、

こ
ま
め
に
電
源
を
切
り
、
退
庁
時

に
は
、
可
能
な
す
べ
て
の

O
A
機

器
の
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
き
ま
す
o

v冷
蔵
庫
、
テ
レ
ビ
な
ど
、
電
気
製

品
の
使
用
台
数
の
合
理
化
を
図
り
、

電
気
ポ
ッ
ト
の
電
源
は
、
夜
間
・

休
日
な
ど
長
時
間
使
用
し
な
い
と

き
は
切
り
ま
す
。

「国ーー・可

V
残
業
時
の
照
明
は
、
必
要
な
所
以

外
は
消
し
ま
す
。

V
給
湯
室
・
ト
イ
レ
の
照
明
は
必
要

時
以
外
消
し
ま
す
o

v
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
使
用
を
控
え
ま
す
o

v夏
・
冬
期
は
、
室
温
に
合
わ
せ
た

服
装
に
し
ま
す
。
(
夏
期
の
ノ
ー
ネ

ク
タ
イ
な
ど
の
軽
装
、
冬
期
の
重

ね
着
な
ど
)

【
取
り
組
み
効
果
】

O
コ
ピ

l
機
は
待
機
電
力
が
大
き
な

割
合
を
占
め
て
い
る
た
め
、
電
気

使
用
量
削
減
に
な
り
ま
す
。

O
エ
ア
コ
ン
の
場
合
、
空
調
温
度
を

-
℃
調
整
す
る
と
、
年
間
で
約

叩
%
の
節
電
に
な
り
ま
す
。

o
m
wの
照
明
機
器
の
使
用
を
1
日

に
1
時
間
短
縮
す
る
と
、
年
間
で

約
叩
%
の
節
電
に
な
り
ま
す
。

J
 

L
 

白
の
燃
料
の
節
約
に
な
り
ま
す
。

O
急
発
進

・
急
加
速
を
叩
回
や
め
る

と
、
1
2
0
ω
の
燃
料
の
節
約
に

な
り
ま
す
。

実
行
融
制
画
に
あ
る
具
体
的
行
動
と
は

ー
大
洲
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
の
抜
粋

i

E
公
用
車
に
関
す
る
取
り
組
み

V
集
中
管
理
に
よ
り
公
用
車
の
削
減

に
努
め
ま
す
o

v公
用
車
購
入
の
際
に
は
低
燃
費
・

低
公
害
車
両
の
導
入
に
最
大
限
努

力
し
ま
す
。

V
不
要
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
、
急
発

進
・
急
加
速
の
防
止
に
努
め
ま
す
。

【
取
り
組
み
効
果
】

O
ア
イ
ド
リ
ン
グ
を
凹
分
間
や
め
る

と、

1
4
0
α
の
燃
料
の
節
約
に

な
り
ま
す
。

O
空
吹
か
し
を
叩
回
や
め
る
と
、

ω

E
そ
の
他
の
取
り
組
み

V
コ
ピ

l
印
刷
物
の
両
面
印
刷
を
実

施
し
ま
す
。

V
両
面
使
用
後
の
用
紙
は
、
資
源
ご

み
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
に
努
め
ま

す
。

V
市
役
所
で
の
会
議
で
は
、
封
筒
を

配
布
し
ま
せ
ん
。

V
職
員
以
外
が
参
加
す
る
会
議
・
講

習
会
な
ど
に
お
い
て
も
可
能
な
限

り
、
封
筒
の
配
布
を
し
ま
せ
ん
o

v使
用
済
み
封
筒
は
、
積
極
的
に
再

利
用
し
ま
す
。

V
コ
ピ

l
用
紙

・
O
A
用
紙
類
は
、

古
紙
配
合
率
1

0

0
%
、
白
色
度

河
%
以
下
の
再
生
紙
を
購
入
し
ま

す
。

V
再
生
材
を
使
用
し
て
い
る
文
房
具

お
よ
び
事
務
用
品
な
ど
を
積
極
的

に
購
入
し
ま
す
。

V
詰
め
替
え
可
能
な
製
品
に
つ
い
て

は
、
そ
の
購
入
を
積
極
的
に
行
い

ま
す
。

V
物
品
納
入
業
者
に
環
境
配
慮
商
品

へ
の
切
り
替
え
を
推
奨
し
ま
す
。

使わない照明や電気製品のスイ ッチ

をこまめに切ることから地球温暖化

対策に取り組みます。

V
日
常
的
に
洗
面
所
や
流
し
に
お
け

る
節
水
の
励
行
を
実
施
し
ま
す
o

vガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
を
使
用
す
る
際
、

必
要
以
上
に
強
火
に
し
な
い
よ
う

に
し
ま
す
。

V
使
用
済
み
用
紙
は
、
資
源
ご
み
と

し
て
リ
サ
イ
ク
ル
を
実
施
し
ま
す
o

v
シ
ユ
レ
ツ
ダ
1
で
裁
断
さ
れ
た
文

書
を
焼
却
処
分
せ
ず
、
リ
サ
イ
ク

ル
す
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

V
物
品
購
入
の
際
に
は
、
リ
サ
イ
ク

ル
可
能
な
製
品
を
優
先
的
に
購
入

し
ま
す
。

V
コ
ピ

1
機
や
プ
リ
ン
タ
な
ど
の
ト

ナ
1
(
イ
ン
ク
)
カ
ー
ト
リ

ッ
ジ

は
、
業
者
に
よ
る
回
収
・
リ
サ
イ

ク
ル
を
徹
底
し
ま
す
。

【
取
り
組
み
効
果
】

O
日
本
で
使
わ
れ
る
用
紙
類
の
原
料

は
、
熱
帯
林
へ
の
依
存
度
が
高
く
、

用
紙
類
の
使
用
を
控
え
る
こ
と
で
、

熱
帯
林
を
保
護
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

O
古
紙
l
t
を
再
利
用
す
る
こ
と
で

直
径
M
H

叩
、
古
同
さ

8
m
の
樹
木
約

加
本
を
保
護
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

O
用
紙
類
は
、
白
色
度
を
高
め
る
ほ

ど
、
漂
白
に
使
用
す
る
薬
剤
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
多
く
必
要
と
し
ま
す
。

白
色
度
の
低
い
製
品
を
利
用
す
る

こ
と
は
、
環
境
へ
の
負
荷
を
少
な

く
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

大
洲
市
地
球
温
暖
化
防
止
実
行
計
画

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

保
険
環
境
課
環
境
保
全
係

合

@
2
1
1
1

(内
線
1
6
2
)

9 



広報おおず 2002 7月号

シリーズf市町村合併jを考える

第

3
回

ど
こ
と
合
併
す
る
の
?

本
当
に
合
併
す
る
の
0
・
ど
こ
の
市
町
村
と
合
併
す
る
の
?

市
町
村
合
併
に
つ
い
て
、
い
っ
し
ょ
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

です。

ど之と合併するの?

市民

市町村合併については、市民のみなさんの意見を

墨に様々な協議を行います。

説明会や意向調査の結果を参考に、関係する市町

村と合併協議会などを設置して「合併するのか、し

ないのかJをはじめとする合併のための諸条件を協

議します。

モ壬E
〈二〉

c:::> 

〈基本パターン〉

合併の組み合わせの参考として愛媛県が「愛媛県市町村合併推進要綱」を策定

し、塁本パターンを提示しています。

住民の生活圏、意識、交通、河川流域などの地域的なまとまりを考慮し、地域

の特性を生かしながら都市機能の充実を図る組み合わせです。

之の組み合わtきで合併すると・・・"*安宅し、

[合併した場合}

人 口 69，713人
(平成12年国勢調査)

面 積 591.86km 

財政規模 400億円

職 員 数
1，154人
(平成13年4月1日現在)

合計90人→定数30人
号目主我主 貝 数 に削減

(ただし、特例措置あり)

[大洲市]

人 口
39，011人
(平成12年国勢調査)

面 積 240.99km 

財政規模 180億円

職 貝 数
601人
(平成13年4月1日現在)

Z目品我 員 数 22人

10 

各公共料金(水道料金など)は合併に関する話し合いの中で決まります。
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シリーズf市町村合併jを考える

F 
、

住邑説明会を開催します!! 開催日時 地区名 場 所

住民説明会を市内14力所で開催します。 7月 8日(月)午後7時~ 久 米 久米公民館
合併について話し合うよい機会です。積極

7月12日(金)午後7時~ 肱 ~t 肱北公民館
的に参加しましょう。

7月15日(月)午後7時~ 大 JlI 大川公民館

グ皆き九のご意買をお聞かぜください!!『、司自 7月16日ω午後7時~ 平 平 公 民 館

住民意向調査(アンケート)にご協力を
7月17日(水)午後7時~ 菅 回 菅田公民館

お願いします。
7月18日休)午後7時~ 吾士吾 ニ。>ノ 総合福祉センター

「大洲市が合併に対してど 7月19日(金)午後7時~ 肱 南 中央公民館

のような取り組みをしていけ 7月22日(月)午後7時~ 野一 平 平野公民館
了ンIJ-I"

。ホ ばよいか」を市民の皆さんに 7月24日休)午後7時~ 南久米 南久米公民館

GPLldN  
お聞きするアンケートです。

7月25日休)午後7時~ 新 ームo 新奇公民館
今後、市町村合併の方向性を

ゆ、¥.，，'_'恥
決めるときに参考になる大切

7月26日(金)午後7時~ f~P 沢 柳沢公民館

なアンケートです。 7月29日(月)午後7時~ 善 =善公民館
マーで~

7月30日ω午後7時~ 八多喜 八多喜公民館
宇=子~ I 7月中旬頃に送付予定で、
._ .J 大洲市在住の20歳以上の人 7月31日(水)午後7時~ 上須戒 上須戒公民館

‘園町 田園圃圃-司-

を対象として行います。
d 

、注 _，d 

パンフレットができまし定!! 

お手元に届きましたかっ

市町村合併のパンフレッ 卜を各

世帯に配布しました。
市町村合併のしくみ、疑問点な
どが載っています。このパンフレ

ットを参考にして、市町村合併に
ついて、ご家族やお友達と話し合

ってみてください。

合併するのにどのくらいの期間や手続きが

必要なの?

〈広報8月号に続く 〉

[問い合わせ先]

市町村合併推進室

宮24-2111内線361 @ 大洲市

一
!
広
報
掲
載
記
事
か
ら
抜
粋
|

・

昭
和
却
年
9
月
1
日
、
大
洲
市
は
、

一
近
代
的
産
業
文
化
観
光
都
市
建
設
を

一
理
想
と
し
て
新
発
足
し
た
。

一

し
か
し
、
輝
か
し
い
新
大
洲
市
誕

一
生
の
陰
で
叩
カ
町
村
か
ら
持
ち
込
ま

一
れ
た
赤
字
が
8
、
1
0
0
万
円
(
昭
和

一
初
年
当
初
予
算
総
額
の
お
%
)
で
あ

一
る
こ
と
が
判
明
し
、
沼
田
市
長
(
当

一
時
)
ら
市
理
事
者
を
あ
然
と
さ
せ
た
。

一

新
し
い
市
と
し
て
形
態
を
整
え
る

・
た
め
、
こ
の
莫
大
な
赤
字
を
敢
然
と

一
し
て
受
け
と
め
「
赤
字
解
消
に
努
力
」

一
す
る
と
同
時
に
叩
カ
町
村
よ
り
合
併

一
条
件
と
し
て
引
き
継
が
れ
た
「
新
市

一
5
カ
年
計
画
の
実
行
」
も
必
ず
達
成

一
す
る
と
い
う
二
律
背
反
す
る
難
事
業

一
に
市
、
議
会
、
市
民
が

一
体
と
な
っ

一
て
取
り
組
む
一
大
決
意
を
し
た
の
で

一
あ
っ
た
。
合
併
以
来
今
日
ま
で
の
市

一
長
の
施
政
方
針
演
説
に
は
、
①
赤
字

圃
の
解
消
、
②
健
全
財
政
の
確
立
、
③

一
合
併
時
の
申
し
合
わ
せ
に
よ
る
5
カ

一
年
計
画
の
実
行
と
い
う
三
大
方
針
が

一
貫
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す

一
な
わ
ち
、
昭
和
却
年
よ
り
初
年
ま
で

一
に
3
、
1
0
0
万
円
を
自
主
的
に
整
理

一
返
済
し
、

昭
和
白
年
度
よ
り
国
の
方

一
針
に
沿
っ
て
地
方
財
政
再
建
促
進
特

一
別
措
置
法
の
適
用
を
受
け
、
昭
和
泊

持
代
の

合
併
後
、

試
練
を

迎
え
た
大
洲
市

ロ巧

一

ua
M
e
t
Lt
3
7
5UE

A
u

-

-$
叫
引
引
制
吋
炉

いれ

第

-

m一一
州
路
一
叩
間
…

m…
材

一

j

i

-
-

r一照会…
sr

一三

忠
一
削
除
訟
河
川
諒

一U

郭

・

h
片
付
目
白
一

yuM-
E

-

紅一同一部一山一時半巾

J

-

同一
M
u
M山川一作訪日い
三
け

晴

間
一
間
際
問
問
U
I
骨

一

同
L
ム
リ
泌
山
一

UHmV
HUurn-

月

・

1

一HHHHr--
n
H
H
Uリ

h
3

・

m
V
抑
制
諮
問
問
航

時

一

J
1
1
J
じ
ι
H
1
一nuIι
3

.

出
拠
出
川
印
…
1
m
M
M

E

医
問
問
「
l
h
uA

一

年
度
よ
り
5
カ
年
間
の
返
済
計
画
を

・

立
て
、
年
々
事
業
を
推
進
し
つ
つ
昭

一

和
お
年
2
月
1
日
に
元
金
、
利
子
の

一

完
全
返
済
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。

一

こ
の
こ
と
は
、
昭
和
初
年
度
よ
り

一

自
主
団
体
と
し
て
晴
れ
て

一
人
前
の

一

公
共
団
体
と
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す

一

る
。
し
か
も
市
の
建
設
計
画
は
こ
の

一

5
年
間
に
着
々
と
進
捗
し
、
大
洲
南

一

中
学
校
、
喜
多
小
学
校
、
公
営
住
宅
、

・

市
庁
舎
、
上
水
道
の
建
設
な
ど
市
と

・

し
て
誇
る
べ
き
施
設
工
事
が
数
多
く

一

完
成
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
市
理
事

一

者
の
行
政
手
腕
、
市
議
会
の
英
知
、
一

市
民
の
理
解
と
協
力
の
賜
で
あ
り
、
一

以
下
5
カ
年
間
の
総
事
業
を
報
告
し

一

て
市
民
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

一

一
、
昭
和
お
年
2
月
1
日
、
赤
字
全

一

額
5
、
0
0
0
万
円
返
済
完
了

一

二
、
合
併
後
再
建
完
成
ま
で
に
実
施

・

し
た
事
業
費

圃

8
億

9
、
4
2
9
万
9
千
円

一

当
時
の
月
平
均
生
活
費
は
約
2
万

一

5
千
円
。
市
の
赤
字
返
済
額
の
大
き

一

さ
が
わ
か
り
ま
す
。
(
次
号
へ
続
く
)
一

ホH
仇

ゆ

赤字完全返漬を伝える広報
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広報おおず 2002 7月号

あ
な
た
を
し
っ
か
り

。

• 

在
宅
福
祉
・
母
子
福
祉
手
当
制
度
に
つ
い
て

在宅福祉
障
害
児
福
祉
手
当

受
給
資
格

在
宅
で
二
疋
以
上
の
障
害
が
あ
り
、

日
常
生
活
に
お
い
て
、
常
に
介
護
を

必
要
と
し
て
い
る
却
歳
未
満
の
児
童

た
だ
し
、
施
設
な
ど
に
入
所
し
て

い
る
児
童
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

受
け
取
れ
る
手
当
額
(
月
額
)

1
4
、
6
1
0
円

特
別
児
童
扶
養
手
当

受
給
資
格

①
受
給
者
と
な
る
た
め
の
要
件

ア
障
害
児
を
父
親
ま
た
は
母
親
が

介
護
す
る
場
合

イ
父
母
が
い
な
い
か
、
父
母
の
い

ず
れ
も
が
障
害
児
を
介
護
し
な

い
た
め
、
父
母
以
外
の
人
が
障

害
児
を
養
育
す
る
場
合

②
手
当
の
対
象
と
な
る
児
童

一
定
以
上
の
障
害
が
あ
り
、
日
常

生
活
に
お
い
て
、
常
に
介
護
を
必
要

と
し
て
い
る
却
歳
未
満
の
児
童

た
だ
し
、
施
設
な
ど
に
入
所
し
て

い
る
児
童
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

受
け
取
れ
る
手
当
額
(
月
額
)

対
象
児
童

1
人
に
つ
き

-
級
:
:
:
5
1
、
5
5
0
円

2
級
:
:
:
3
4
、
3
3
0
円

特
別
障
害
者
手
当

受
給
資
格

在
宅
で
二
疋
以
上
の
障
害
が
あ
り
、

日
常
生
活
に
お
い
て
、
常
に
特
別
な

介
護
を
必
要
と
し
て
い
る
却
歳
以
上

の
人た
だ
し
、
施
設
な
ど
に
入
所
し
て

い
る
人
や
医
療
機
関
に

3
カ
月
を
超

え
て
入
院
し
て
い
る
人
は
該
当
し
ま

せ
ん
。

受
け
取
れ
る
手
当
額

2
6
、
8
6
0
円

(
月
額
)

在
宅
老
人
介
護
手
当

受
給
資
格

家
で
寝
た
き
り
の
状
態
ま
た
は
重

度
の
痴
ほ
う
が

6
カ
月
以
上
継
続
し

て
い
る
臼
歳
以
上
の
人
と
同
居
し
、

日
常
生
活
の
介
護
を
し
て
い
る
人

受
け
取
れ
る
手
当
額
(
月
額
)

7
、
5
0
0
円

現
況
届
手
当
受
給
者
は
、
毎
年
3
月
に
現

況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
手
続
き

世
帯
全
員
の
載
っ
た
住
民
票
(
謄

本
)
を
添
え
て
所
定
の
申
請
用
紙
に

よ
り
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

該
当
す
る
人
は
、
民
生
児
童
委
員
、

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
高

齢
福
祉
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

母子福祉

F社会福祉課~.~玄 軍且s3II

IIT::::(II-~--III. 
~ 肉線il:1

児
童
扶
養
手
当

受
給
資
格

①
受
給
者
と
な
る
た
め
の
要
件

父
親
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な

か

ん

ご

い
児
童
を
監
護
し
て
い
る
母
親
、
ま

た
は
、
母
親
に
代
わ
っ
て
養
育
し
て

い
る
人
に
対
し
て
、
こ
の
手
当
が
支

払
わ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
老
齢
福
祉
年
金
以
外
の

国
民
年
金
、
恩
給
、
厚
生
年
金
な
ど

の
公
的
年
金
受
給
者
は
、
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。

②
手
当
の
対
象
と
な
る
児
童

日
歳
未
満
の
児
童
(
年
度
内
は
有

効
)
ま
た
は
却
歳
未
満
で

一
定
以
上

の
障
害
の
あ
る
児
童
で
、
次
の
ア
ー

ク
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

ア
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

イ
父
母
が
死
亡
し
た
児
童

ウ
父
親
が
障
害
の
状
態
に
あ
る
児

童
エ
父
親
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い

児
童

オ
父
親
が
引
き
続
き
l
年
以
上
遺

棄
し
て
い
る
児
童

カ
父
親
が
引
き
続
き

l
年
以
上
拘

禁
さ
れ
て
い
る
児
童

キ
母
親
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
償

胎
し
た
児
童

ク
キ
に
該
当
す
る
か
明
ら
か
で
な

い
旧
ん
立
夏

請
求
権
の
消
滅
(
請
求
時
効
)

手
当
の
支
給
要
件
に
該
当
す
る
に

至
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て

5
年
を
経

過
す
る
と
請
求
す
る
権
利
が
な
く
な

り
ま
す
。

受
け
取
れ
る
手
当
額
(
月
額
)

児
童

1
人
の
場
合

4
2
、
3
7
0
円

児
童

2
人
の
場
合

4
7
、
3
7
0
円

以
下

1
人
増
す
ご
と
に

3
、
0
0
0
円
ず
つ
加
算

手
当
額
は
い
ず
れ
も
平
成
比
年
4

月
1
日
現
在
の
も
の
で
す
。

大
洲
商
工
会
議
所
で
は
、
企
業
と

求
職
者
の
皆
さ
ん
が

一
堂
に
会
し
て

自
由
に
面
接
を
行
う

「
大
洲

・
喜
多

地
域
合
同
就
職
面
接
」

を
開
催
し
ま

す
。企
業
の
採
用
担
当
者
か
ら
事
業
所

の
求
人
内
容
に
つ
い
て
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

7
月
日
日
同
午
後
2
時
1
4
時

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
4
階
)

対
象
者

一
般
、
臨
時
、
パ

l
ト、

年
齢
、
性
別
は
聞
い
ま
せ
ん
。
(
履
歴

書
、
筆
記
用
具
を
持
参
の
こ
と
。
複

数
企
業
の
面
接
希
望
者
は
、
履
歴
書

の
コ
ピ

ー
が
必
要
。
)

問
い
合
わ
せ
先

大
洲
商
工
会
議
所

企
⑫
4
1
1
1
担
当

漬
田

・
田
中

所
得
制
限

前
年
分
の
本
人
お
よ
び
扶
養
義
務

者
な
ど
の
所
得
が

一
定
額
以
上
の
人

は
、
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

現
況
届
手
当
受
給
者
は
、
毎
年
8
月
に
前

年
分
の
所
得
な
ど
に
関
す
る
現
況
屈

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
手
続
き

申
請
書
、
戸
籍
謄
本
、
世
帯
全
員

の
載
っ
た
住
民
票
(
謄
本
)
、
所
得
証

明、

診
断
書
な
ど
の
提
出
が
必
要
で

す
。
ま
も
な
く
法
改
正

8
月
1
日
か
ら
本
人
の
所
得
制
限

や
支
給
額
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
す
。
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広報おおず 2002 7月号

第
日
回
大
洲
市
カ
ヌ

I
ツ
ー
リ
ン
グ
駅
伝
大
会

自
然
に
親
し
み
、
肱
川
の
す
ば

ら
し
さ
が
味
わ
え
る
こ
の
大
会
に

多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

開
催
日
時

8
月
お
日
制
午
前
9
時
か
ら

コ
ー
ス

大
成
橋
i
城
山
下

回
・

3
k
m
(
5
区
間
)

7月1日(月)は正午から無料開放!

E空軍 空J1........，0 .. ， 
|公固い ノーーンノv

50メートルプールをはじめ、水しぶきを上げて
滑り降りるスライダープール、川のように流れる

流水ブール、小さなお子さんには幼児プールと魅

力いっぱいです。

参
加
資
格

印
チ

l
ム
程
度

監
督
l
人
(
選
手
兼
監
督
可
)

選
手

5
人
、
補
欠
2
人
ま
で

ク

ラ

ス

初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で

の
3
ク
ラ
ス

参

加

料

無

料

申
込
受
付
期
間

7
月
白
日
制
ま
で

申
込

・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
体
育
課
内
大
洲
市
カ
ヌ
ー

ツ
ー
リ
ン
グ
駅
伝
大
会
実
行
委
員
会

事
務
局

宮

@
2
1
1
1
(内
線
5
5
4

7月1日(月)から
9月1日(日)まで
午前9時30分~午後5時
運動公園プール(平野)

宮 24-4704

開園期間

連絡先

醸
樹
舞
佐
世
位
尊
厳

。6)

藤
樹
先
生
略
伝

ょ
う
め
い
ぜ
ん
し
ょ

「
陽
明
全
書
」
を
読
む

藤
樹
の
学
問
は
、
ま
す
ま
す
深
ま

お
金
な

っ
て
い
き
ま
し
た
。
「
翁
問
答
」
や

「
孝
経
啓
蒙
」
で
は
、
真
の
学
問
と
し

て
の
心
学
の
主
張
が
強
く
述
べ
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
朱
子
学
の
考

え
方
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
藤
樹
が
、

迷
い
な
が
ら
も
自
分
を
励
ま
し
、
辛

苦
の
す
え
考
え
だ
し
た
独
自
の
思
想

で
し
た
。

ち
ょ
う
ど
そ
ん
な
と
き
、
藤
樹
は

「
陽
明
全
書
」
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。

正
保
元
(
一
六
四
四
)
年
、
藤
樹
は

三
十
七
歳
で
し
た
。
そ
こ
に
は
、
藤

樹
が
と
て
も
苦
労
し
、
精
進
し
て
考

え
て
き
た
こ
と
を
裏
付
け
る
理
論
が

述
べ
て
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
と
き
の

喜
び
を
藤
樹
は
「
こ
れ
こ
そ
人
生
最

大
の
幸
福
で
あ
り
、
こ
の
喜
び
は
こ

と
ば
に
言
い
表
せ
ま
せ
ん
」
と
門
人

へ
の
手
紙
に
書
い
て
い
ま
す
。

藤
樹
は
、
こ

の
こ
と
に
よ
っ
て
自

分
の
思
想
と
実
践
に
確
信
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

し
ゅ

L

「陽
明
全
書
」
は
、
朱
子
か
ら
一一一

み

ん

お

、

う

よ

う

め

い

百
年
ほ
ど
後
、
明
の
時
代
の
王
陽
明

(
一
四
七
二
一
五
二
八
)
と
い
う
学

者
の
書
い
た
本
で
す
。
こ
の
考
え
方

を
陽
明
学
と
い
い
ま
す
。

藤 致告
智良}
半 知五

問
は
朱
子
且ι
寸

か
ら
入
り

⑬ 

陽
明
学
に
至
っ
て
、
日
本
陽
明
学
の

祖
と
な
っ
た
と
い
う
人
が
い
ま
す
。

確
か
に
、
藤
樹
は
陽
明
の
考
え
に

感
動
し
、
大
き
な
影
響
を
受
け
た
よ

う
で
す
。
し
か
し
、
そ
こ
か
ら
一
歩

出
て
独
自
の
学
問
を
樹
立
し
た
と
い

う
の
が
、
今
で
は
定
説
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
が
藤
樹
学
で
す
。

「
陽
明
全
書
」
を
よ
く
読
む
こ
と

に
よ
っ
て
藤
樹
は
「
致
良
知
」
の
思

想
を
強
調
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

り
ょ
う
ち

「
良
知
は
人
間
の
心
の
本
体
で
あ
り
、

天
理
で
あ
る
。
良
知
は
す
べ
て
の
人

に
宿
っ
て
い
て
人
間
を
正
し
く
導
く
」

と
い
う
陽
明
の
考
え
に
共
鳴
し
た
の

で
す
。し
か
し
、
陽
明
は
「
致
良
知
」
を

「
良
知
を
致
す
」
と
教
え
、
藤
樹
は

「
良
知
に
致
る
」
と
教
え
て
い
ま
す
。

陽
明
の
教
え
は
、
積
極
的
・
行
動
的

で
、
藤
樹
の
教
え
は
、
内
省
的
・
静

観
的
な
と
こ
ろ
に
違
い
が
あ
る
と
い

わ
れ
ま
す
。

陽
明
は
、
致
良
知
へ
の
道
と
し
て

ふり

こ三つ

ご
・
ヲ
い
つ

「
知
行
合
一
」
を
説
き
、
藤
樹
は
、

「
誠
意
」
(
い
を
ま
こ
と
に
す
る
)
を

説
き
ま
す
。
そ
し
て
、
心
と
事
に
つ

し
ん
じ
も
と
こ
れ
い
つ
な
り

い
て
藤
樹
は
、
「
心
事
元
是

一
也
」

(心
と
事
は
本
来
ひ
と
つ
の
も
の
で
あ

る
)
と
教
え
て
い
ま
す
。

13 
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の
人

③

E
は
、
昭
和
白
年
4
月
2
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人
で
、
幼
稚
園
教
諭

の
免
許
を
有
す
る
人
ま
た
は
平
成

日
年
3
月
末
ま
で
に
免
許
取
得
見

込
み
の
人

⑨

F
は
、
昭
和
回
年
4
月
2
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人
で
、
管
理
栄
養
士

の
免
許
を
有
す
る
人
ま
た
は
平
成

同
年
6
月
末
ま
で
に
免
許
取
得
見

込
み
の
人

子
ど
も
の
人
権
と
児
童
虐
待

育
児
放
棄

(
1
)

厚
生
労
働
省
の
集
計
に
よ
る
と

2
0
0
0
年
度
、
全
国
の
児
童
相
談

所
が
処
理
し
た
児
童
虐
待
は
過
去
最

高
の
約
l
万
7
千
人
で
、
傾
向
と
し

て
は
育
児
放
棄
(
ネ
グ
レ
ク
ト
)
の

増
加
が
目
立
つ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

育
児
放
棄
と
は
、
①
乳
幼
児
を
車

の
中
に
放
置
す
る
な
ど
子
ど
も
の
健

康

・
安
全
へ
の
配
慮
を
怠
る
こ
と

②
子
ど
も
に
と
っ
て
必
要
な
情
緒
的

欲
求
に
応
え
な
い
(
愛
情
遮
断
な
ど
)

③
食
事
、
衣
服
、
住
居
な
ど
極
端
に

不
適
切
で
、
健
康
状
態
を
損
な
う
ほ

ど
の
無
関
心

・
怠
慢
な
ど
で
す
。

こ
れ
ら
育
児
放
棄
の
増
加
や
虐
待

事
件
の
原
因
と
し
て
「
子
ど
も
が
言

う
こ
と
を
聞
か
な
か
っ
た
」
な
ど
が

し
ば
し
ば
報
道
さ
れ
る
の
を
み
る
と
、

虐
待
問
題
の
根
っ
こ
に
は
育
児
を
め

ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
の
存
在
が
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
集
計
で
は
虐
待
の
加
害
者
は

実
母
が
臼
%
、
実
父
が
担
%
を
占
め

育
児
で
母
親
が
い
か
に
孤
立
し
た
状

況
に
置
か
れ
て
い
る
か
が
読
み
取
れ

ま
す
。
ま
ず
は
父
親
が
も
っ
と
育
児

に
参
加
す
る
こ
と
で
、
こ
う
し
た
母

親
の
負
担
を
少
し
で
も
軽
減
で
き
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
、
っ
か
。

虐
待
問
題
で
多
く
の
親
か
ら
相
談

を
受
け
て
い
る
専
門
家
の
丸
山
貴
代

さ
ん
は

「親
が
子
育
て
に
つ
い
て
あ

ま
り
に
も
知
ら
な
過
ぎ
る
」
と
指
摘

し
、
ご
自
身
が
息
子
さ
ん
に

一
種
の

虐
待
を
繰
り
返
し
た
経
験
を
次
の
よ

う
に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

教
え
た
こ
と
が
で
き
な
い
と
、
た

た
い
た
り
、
「
ど
う
し
て
そ
ん
な
に
ば

か
な
の
」
と
し
か
り
続
け
た
。

幼
稚
園
の
先
生
か
ら
「
(息
子
が
)

い
つ
も
人
の
顔
色
を
う
か
が
い
、
お

び
え
て
い
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
衝
撃

を
受
け
、

小
さ
な
目
標
を
立
て
た
。

ま
ず
「
『
ば
か
」
と
言
わ
な
い
」
。
そ

れ
で
も
言
っ
て
し
ま
う
の
で
、
そ
の

回
数
を
カ
レ
ン
ダ
ー
に
つ
け
る
。

あ
る
日
、
「
ば
か
」
と
言
い
か
け
て

や
め
た
ら
、
息
子
が

「ど
う
し
た
の
」

と
聞
い
た
。
「
こ
れ
ま
で
『
ば
か
』

っ

て
言
っ
て
ば
か
り
い
て
ご
め
ん
ね
」

と
謝
る
と
、
「
今
日
は
言
わ
な
か
っ
た

ね
。
あ
り
が
と
う
」
と
笑
っ
た
。
私

は
思
わ
ず
息
子
を
抱
き
し
め
た
。

た
と
え
育
児
経
験
が
な
く
て
も

「
子
ど
も
と
一
緒
に
成
長
し
て
い

こ
う
と
い
う
気
持
ち
さ
え
あ
れ
ば

立
派
な
親
に
な
れ
る
」

と
語

っ
て

い
ま
す
。

大
洲
市
で
は
、
平
成
同
年
度
の
職
員
募
集
を

次
の
よ
う
に
実
施
し
ま
す。

均
約
舟
め
⑦

③
採
用
後
は
、
大
洲
市
内
に
居
住
可

能
な
人

④
A
は
、
昭
和
臼
年
4
月
2
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人
で
、
学
校
を
平
成

日
年
3
月
末
ま
で
に
卒
業
(
見
込

み
)
の
人

⑤
B
は
、
昭
和
田
年
4
月
2
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人
で
、
学
校
を
平
成

日
年
3
月
末
ま
で
に
卒
業
(
見
込

み
)
の
人

⑥

C
は
、
昭
和
必
年
4
月
2
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人
で
、
学
校
を
平
成

日
年
3
月
末
ま
で
に
卒
業
(
見
込

み
)
の
人

⑦

D
は
、
昭
和
白
年
4
月
2
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人
で
、
保
育
士
の
資

格
を
有
す
る
人
ま
た
は
平
成
日
年

3
月
末
ま
で
に
資
格
取
得
見
込
み

採
用
予
定
職
種
、
人
員
及
、び
学
歴
な

が」A
事
務
職
員

〈
大
学
卒
〉

2
人
程
度

B
事
務
職
員

〈
短
大
・
高
校
卒
〉

1
人

C
技
術
職
員

〈
大
学
(
土
木
学
科
)
卒
〉

l
人

D
保
育
士

1
人

E
幼
稚
園
教
諭

1
人

F
管
理
栄
養
士

l
人

受
付
期
間

6
月

口
日

1
7
月

8
日
。
た
だ

し、

B
は
6
月
口
日
1
8
月
お
日

そ
の
他
受
験
資
格
、
試
験
日
な
ど
詳
し
く

は
、
地
区
回
覧
の
「
大
洲
市
職
員
採

用
試
験
案
内
」
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

市
長
公
室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

支
」
い
。

8
@
2
1
1
1
(内
線
3
1
2
)

受
験
資
格

①
日
本
の
国
籍
を
有
す
る
人

②
地
方
公
務
員
法
第
国
条

(成
年
被

後
見
人
な
ど
)
に
該
当
し
な
い
人

(次
号
に
続
く
)
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制
J

均
約
再
⑮

採
用
予
定
職
種
及
び
人
員

G
薬
剤
師

2
人

H
助
産
師

1
人

受
験
資
格

①
日
本
の
国
籍
を
有
す
る
人

②
地
方
公
務
員
法
第
国
条
(
成
年
被

後
見
人
な
ど
)
に
該
当
し
な
い
人

③
採
用
後
は
、
大
洲
市
内
ま
た
は
市

立
大
洲
病
院
に
通
勤
で
き
る
地
域

に
居
住
可
能
な
人

④

G
は
、
昭
和
必
年
4
月
2
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人
で
、
免
許
を
有
す

る
人
ま
た
は
平
成
日
年
前
期
に
免

許
取
得
見
込
み
の
人

①

H
は
、
昭
和
必
年
4
月
2
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人
で
、
免
許
を
有
す

る
人
ま
た
は
平
成
日
年
前
期
に
免

許
取
得
見
込
み
の
人

受
付
期
間

6
月
口
日
1
7
月
8
日

そ
の
他
受
験
資
格
、
試
験
日
な
ど
詳
し
く

は
、
地
区
回
覧
の
「
大
洲
市
職
員

(
薬
剤
師
・
助
産
師
)
採
用
試
験
案

内
」
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
市
立
大

洲
病
院
事
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
公
@

2
1
5
1

大
洲
喜
多
特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム

「
と
み
す
察
」

大
洲
喜
多
特
別
養
護
老
人
ホ

l
ム

「
と
み
す
寮
」
で
は
、
平
成
比
年
度
の

職
員
募
集
を
次
の
よ
う
に
実
施
し
ま

す
。

採
用
予
定
職
種
及
び

人
員
看
護
職
員

2 
人

受
付
期
間

6
月
口
日
か
ら

7
月
8
日
ま
で

受
験
資
格

①
日
本
の
国
籍
を
有
す
る
人

②
地
方
公
務
員
法
第
国
条
各
号
の
い

ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
人

③
昭
和
必
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人
で
、
看
護
師
の
免
許
を
有

す
る
人

④
休
日
の
勤
務
が
可
能
な
人

⑤
採
用
後
は
、
大
洲
市
に
居
住
可
能

な
人

問
い
合
わ
せ
先

T
¥
」

受
験
資
格
、

-一一
J

一

試
験
日
な
ど
に

A
f
-
一

つ
い
て
詳
し
く

一郡

一
は
、
次
の
と
こ

画

一
ろ
ま
で
お
問
い

倒
一
合
わ
せ
く
だ
さ

・詔

一
い
。

大
洲
喜
多
特
別
養
護
老
人
ホ

l
ム

「
と
み
す
寮
」

公
⑫

0
2
1
0

'02大洲夏季大学
8月2日(金)開講富夢、

いつも明るく ドラマや司会などで活躍されているタ レントの峰竜

太さんを迎えての講演会です。今回は、たくさんの人々との出会い

の体験から、社会生活における人と人との関わり合いの大切さを語

っていただきます。皆様のご来場をお待ちしています。

{日 時] 8月2日也) 開場午後6時30分

[場所]大洲市民会館大ホール

[講師]峰竜太さん

[演題】「出会いこそ人生」

[聴講料] 1，000円 聴講券は教育委員会および市内の各公民館で、

7月11日休)から販売します。

開演午後7時

※駐車場は、大洲市民会館、大洲南中学校をご利用ください。

※詳しくは、社会教育体育課まで 宮 24-2111内線552
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平成14年6月1固まで

に皆様からお寄せいただ

いた復元のための募金額

は、290，066，662円
です。

大洲市は、市の新しいシンボルとして、 市政施行50周年を迎える平成16年
(2004)の完成を目指し、大洲城天守閣復元事業に取り組んでいます。大洲
城に関する写真や資料芯どをお持ちの人はご連絡ください。また、このコ
ーナーに対してのご意見も募集しています。

商工観光課まちづくり対策係

かわら版

え洲城2巳

内線352

大
洲
城
あ
れ
こ
れ

1
7

『
台

大
洲
城
本
丸
に
は
国
指
定
重
要
文

や
ぐ
ら

化
財
の
二
つ
の
櫓
(
台
所
櫓
・
高
欄

櫓
)
が
現
存
し
て
い
ま
す
。
こ
の
二

つ
の
櫓
は
、
天
守
と
と
も
に
L
字
に

ふ
く
れ
ん
け
っ
し
き

建
ち
並
ぶ
こ
と
で
複
連
結
式
と
呼
ば

れ
る
天
守
群
を
構
成
し
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
中
央
に
天
守
、
左
右
に
両

櫓
を
構
え
る
こ
と
で
、
肱
川
を
上

っ

て
く
る
敵
兵
に
対
し
、
威
圧
を
与
え

る
た
め
の
配
置
だ
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
今
号
で
は
、
複
連
結
式
天
守
群
を

構
成
す
る
二
つ
の
櫓
の
う
ち
台
所
櫓

を
紹
介
し
ま
す
。

合 24-2111

台
所
櫓
の
歴
史

台
所
櫓
は
、
元
禄
五
年

(一

六
九

一
一
)
の
絵
図
に
描
か
れ
て
お
り
、
江

戸
初
期
か
ら
存
在
し
て
い
た
こ
と
が

分
か
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
安
政

四
年

(
一
八
五
七
)
の
大
地
震
で
被

....台所櫓 いり もや依小 かとうまど

一層目に入母屋破風。その下に火灯窓が

付けられている。 ざま

下見板には四角形の鉄砲狭間が備えられ
ている。

ji1i 

櫓3
L-

害
を
受
け
、
現
存
す
る
台
所
櫓
は
、

安
政
六
年
(
一
八
五
九
)
に
再
建
さ

れ
た
も
の
で
す
。
そ
の
後
は
、
昭
和

三
十
二
年
六
月
十
八
日
に
重
要
文
化

財
の
指
定
を
受
け
る
と
、
昭
和
四
十

四
1
五
年
に
文
化
庁
の
指
導
の
も
と

大
規
模
な
解
体
修
理
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
(
詳
し
く
は
、
か
わ
ら
版
第
五
十

九
号
に
掲
載
)

台
所
櫓
の
構
造
・
規
模

台
所
櫓
は
、
天
守
閣
と
多
聞
櫓
で

連
結
し
て
お
り
、
木
造
二
層
二
階
建

て
で
す
。
一

階
は
、
南
北
六
間
×
東

西
四
聞
で
、
床
面
積
が
九
十
三

・
五

2m
。
二
階
は
、
南
北
五
間
×
東
西
三

間
で
、
床
面
積
が
五
十
八
・
四

2m
で、

大
洲
城
の
櫓
の
な
か
で
は
最
大
の
も

の
と
な
り
ま
す
。

台
所
櫓
の
特
徴

内
部
に
は
、
そ
の
名
の
と
お
り
台

所
を
思
わ
せ
る
土
聞
が
あ
り
、
東
・

‘
』

zq
，P
L
M

章
。
μι

南
・
西
に
は
煙
出
し
用
の
格
子
窓
が

取
り
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

一
階
の
北
側
に
は
、
崖
を
登
る
敵
を

ざ

ま

迎
え
撃
っ
た
め
の
鉄
砲
狭
聞
が
備
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

外
観
は
、
天
守
な
ど
と
同
じ
く
刊

み

い
た

ぽ

見
板
張
り
で
、
二
層
(
階
)
の
北
面

に
は
、
M
L
ψ
E
P
砂
日
脚
が
取
り
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
入
母
屋
破
風
と
は
、

ち

ど

り

は

ふ

千
鳥
破
風
と
同
じ
く
建
物
の
装
飾
と

し
て
取
り
付
け
ら
れ
、
両
者
と
も
三

A
U
 
のるあ

同
国唱

議
官

喜
四
日
智
|

)ト
風

画
流
計ミ
バ
一

右
は破

説
明
一

--

(
叫
唐

画
畑
一

閣

が

温

m
一

{
寸
の

ベ
i
f

天
る

量

押

と

あ

E
F

左

臥

。
終
一ニ

(

層
ぁ
風

櫓

=τ
破

所

守
山鳥

台

天
ち千

企

角
形
の
破
風
で
す
が
、
入
母
屋
破
風

は
、
屋
根
の
隅
に
ま
で
三
角
形
の
底

辺
端
が
到
達
し
、
屋
根
の
端
の
部
分

を
構
成
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

大
洲
城
の
台
所
櫓
の
場
合
、

二
層

(階
)
屋
根
の
入
母
屋
屋
根
と
入
母
屋

破
風
が
上
下
に
並
ん
で
お
り
、
そ
の

様
子
は
重
層
で
壮
観
で
す
。

さ
ら
に
、
入
母
屋
破
風
の
下
に
は

か
と
う
ま
ど

火
灯
窓
が
配
し
て
あ
り
ま
す
。

こ
の

火
灯
窓
は
、
入
母
屋
破
風
の
広
が
り

を
考
慮
し
た
の
か
天
守
の
も
の
と
比

べ
横
長
の
造
り
と
な
っ
て
お
り
、
櫓
に

絶
妙
な
美
し
さ
を
付
与
し
て
い
ま
す
。

現
存
す
る
台
所
櫓
か
ら
は
、
江
戸

時
代
か
ら
の
旧
材
や
瓦
も
再
利
用
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
歴
史
や
名
残
り
を

十
分
に
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

か
ら

は

ふ

し
か
し
、
台
所
櫓
の
装
飾
と
唐
破
風

や
千
鳥
破
風
な
ど
を
付
し
た
天
守
の

装
飾
と
が
巧
妙
に
相
ま

っ
た
と
き
、

そ
の
真
の
雄
姿
を
味
わ
う
こ
と
が
で

き
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

l:齢ぬ私
企元禄五年大洲城絵図 (市立博物館蔵)

台所櫓、天守、高欄櫓がL字に建ち、多聞櫓で連

結している。(複連結式天守群)

汽J

16 

企台所櫓内部 こうし H

土間と煙出 し用の格子窓がある。
....台所櫓内部 ざ ま

四角形と三角形の鉄砲狭間が備えら
れている。
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• 
ゴミゼロ

5/26 街をきれいに!530運動

今年で10回目を迎える、 ゴミゼロ運動が「大洲の環境をよくする連絡協議会
(三好康子会長)Jの主催で行われました。希望した参加者約500人が2時間にわた
り肱北 喜多地区を中心に環境美化活動を行いました。また、集合場所で主会場と

なった総合福祉センターでは、フリーマーケッ トなども開かれ、作業を終えた参加
者には、大洲ライオンズクラブ手づくりのうどんが無料で振舞われました。

6/1 みんなでヒッパレ 「御用材」

ーー一 一 一日-J也‘ ー一一
大洲城天守閣に使用する木曽桧、直径70cm、長さ7m、重さ2.3t‘樹齢350年の丸太な
どを台車に載せ、力自慢の引き手約40人が引き歩く「木曳き式jが行われ、参加者約250
人が復元事業をPRしました。コースは約3.5kmで、まちの叡「あさもやJから大洲駅を目
指し、城山を望む終点の肱川緑地公園では、餅撒きや花火などで会場を盛り上げました。

水郷大沸|の夏の風物詩「うかい」が始まりました。この日は、うかいの発
展と安全を祈願する神事が行われ、続いて桝田市長や小泉観光協会会長らが
「今年も多くの皆さんに楽しんでいただきたい」とあいさつしました。その後、

屋形船引隻が次々 と川を下り、見物客は今年量初のうかいを楽しみました。

5/16. ソウル芸術団が来訪

翌日の大洲公演を前にソウル芸術団員のうち朴尚淳 (パク サンスン)団長
はじめ約20人が大洲市役所を表敬訪問しました。ソウル芸術団は1986年、韓
国固有の伝統芸術を継承発展させるために設立され、以来、 中園、アメリ力、

フランスなど海外50カ国で公演。今回は国内25都市で公演を行いました。

5/20 緑の夕、ムをつくろう

肱川流域水源林整備推進連絡協議会 (平成13年7月設立、桝田輿 会長)
の平成14年度総会が大洲市役所で開かれました。総会には、流域13市町村
の首長、森林組合長、森林所有者など関係者約40人が出席し、w¥川流域に豊
かな保水力をもっ森林を育て、事業内容の広報に取り組むことを決めました。
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。
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凶
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時
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付
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検
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U
タ
l
ン
フ
ェ
ア
を

東
京
で
開
催

首
都
圏
在
住
の

U
タ
l
ン
就
職
希
望

者
や
来
春
卒
業
予
定
の
大
学
生
を
対
象

と
し
て
、

U
タ
ー
ン
フ
ェ
ア
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

求
人
情
報
の
提
供
の
ほ
か
、
ハ
ロ

ー

ワ
ー
ク
の
職
員
が

U
タ
1
ン
就
職
な
ど

に
つ
い
て
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

開

催
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催
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係
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0
8
9
・
9
4
1
・

2
9
4
0

7
月
は
青
少
年

非
行
防
止
強
調
月
間

青
少
年
の
健
や
か
な
成
長
は
、
市
民

み
ん
な
の
願
い
で
す
。
大
洲
市
で
は
、

青
少
年
の
健
全
な
育
成
・
非
行
防
止
に

努
め
、
健
全
な
家
庭
づ
く
り
、
社
会
づ

(有)南予水道住設

ft23-2352 

谷本建設工業 側

ft24-5161 

~ 

水道業者の ぜ

緊急漏水当番表 帯

7月6日出

く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

青
少
年
非
行
防
止
強
調
月
間
で
あ
る

7
月
に
は
「
育
て
よ
う
、
心
豊
か
な
大

洲
の
子
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
各
公

民
館
を
中
心
に
啓
発
活
動
な
ど
が
行
わ

れ
ま
す
。
家
庭
や
地
域
に
お
い
て
も

「
あ
い
さ
つ
・
愛
の
一
声
運
動
」
を
進
め

キ
ナ
し
よ
み
も

中
学
校
卒
業
程
度

認
定
試
験
の
お
知

5
せ

病
気
や
そ
の
他
の
や
む
を
得
な
い
理

由
に
よ
り
中
学
校
な
ど
を
卒
業
で
き
な

か
っ
た
人
、
年
度
末
ま
で
に
満
時
歳
以

上
に
な
る
人
お
よ
び
日
本
国
籍
を
有
し

な
い
人
で
平
成
日
年
3
月
白
日
ま
で
に

満
日
歳
以
上
に
な
る
人
な
ど
を
対
象
に
、
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校
卒
業
程
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認
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す
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付
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付
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f茜
I/I.!.、

村

佐

7月7日(日)
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@

2
1
1
1
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線
5
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今
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。
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収
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く
り
に
使

わ
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テ
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テ
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作
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す
。
優
秀
な
作
品
を
表
彰
し
、
県

内
産
業
の
振
興
に
寄
与
す
る
と
恩
わ
れ

る
作
品
に
は
「
え
ひ
め

I
T
大
賞
(
問

万
円
)
な
ど
を
授
与
し
ま
す
。

募
集
部
門

静
止
画
C
G、
動
画
C
G、

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
、
小
中
学
生
の
4
部
門

丸電工業

金 24-5351

田水道府

ft26一0265

(有)

西

7月14日(日)

三原設備

ft24-3783 

淳山水道工事庖

ft24-2583 

(有)7月20日出

甲建設 (株)

ft24-5914 

予屋住設

ft24-2541 

上7月21日(日)

対
象
者

県
内
在
住
者
、

(プ
ロ
グ
ル
ー
プ
可
)

募

集

締

め

切

り

9
月
初
日
開
必
着

応
募
方
法

所
定
の
応
募
用
紙
に
作
品
を
添
え
て
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込

・
問
い
合
わ
せ
先

え
ひ
め
産
業
振
興
財
団
産
業
情
報
セ
ン

タ
ー
(
松
山
市
久
米
窪
田
町
)

会

0
8
9
・
9
6
0
・
1
1
1
0

F
8・ミ
垣
垣
耳
目

E
5
2
5
2
2
匂 県

出
身
者

海
外
国
際
見
本
市
へ
の

出
展
を
支
援
し
ま
す

愛
媛
県
で
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
(
9

月
開
催
)、
中
国
H
上
海

(日
月
開
催
)
、

ア
メ
リ
カ
H

シ
ア
ト
ル
(
平
成
日
年
l

月
開
催
)
、
で
行
わ
れ
る
国
際
見
本
市
に

「
愛
媛

J
A
P
A
N」
コ
ー
ナ
ー
を
開

設
す
る
と
と
も
に
、
出
展
を
希
望
す
る

県
内
企
業
に
対
し
出
展
料
お
よ
び
全
体

装
飾
費
、
現
地
通
訳
費
、
事
務
手
続
き

な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
県
商
工
流
通
課
貿
易
振
興
係

8

0
8
9
・
9
4
1
・
2
1
1
1

(内
線
3
2
2
7
)

アサノ設備

まま24一0783

福水道工事庖

ft24-3656 

情)いの水道設備

ft24-2216 

塚鉄工所

ft25一0300

イ罪

情)

岡

大

7月27日出

7月28日(日)

今
治
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
カ
レ
ッ
ジ

一
日
体
験
入
学

来
春
卒
業
予
定
の
高
校
生
、
大
学
生

を
対
象
に
、
一
日
体
験
入
学
を
開
催
!

日
時

6
月
却
日
、
7
月
日
日

-
U
日、

8
月
3
日

-m日
-
M
目、

9
月
7

日
・
幻
日
、
叩
月
5
日
・
四
日
、
日
月

9
日
(
す
べ
て
土
曜
日
)

午
後
1
時
却
分
1
午
後
3
時
却
分

場
所

厚
生
労
働
省
所
管
今
治
コ

ン
ピ

ュ
ー
タ
カ
レ
ッ
ジ
(
今
治
市
東
門
町
)

合

0
8
9
8
・
2
2
・
8
0
0
O

Z
壱
・
¥
¥
垣
宅
垣

FB白
σ白
1
・
2
白

之

-u¥

お
お
す
赤
煉
瓦
館
ご
案
内

V
ゆ
き
や
・
趣
味
の
藍
染
展

7
月
2
日
ω

1
7
月
7
日
日

V
涼
を
よ
ぶ
・
創
作
ガ
ラ
ス
工
房

"
遊
“
彫
刻
ガ
ラ
ス
と
麻
布
展

7
月
9
日
ω

1
7
月
幻
日
間

V
山
田
き
よ
孔
版
画
展

ー
朴
直
と
切
抜
き
画
1

7
月
白
日
附

1
8
月
4
日
制

展
示
時
問

団
時
1
口
時

※
最
終
日
は
日
時
ま
で

休
館

毎
週
月
曜
日

(祝
日
の
場
合
は
翌
火
曜
日
)

お
お
ず
赤
煉
瓦
館
公
@
1
2
8
1

一
「
下
校
中
に
知
ら
な
い
お
じ
さ
ん
に
声
を
か

E

け
ら
れ
、
写
真
を
撮
ら
れ
た
児
童
が
い
た
」

巴
と
、
小
学
校
の
懇
談
会
で
最
近
話
題
に
な

一
っ
た
よ
う
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
事
件
が
報

-
道
さ
れ
て
い
る
の
で
、
み
ん
な
で
注
意
し

一
た
い
も
の
で
す
ね
。
と
こ
ろ
で
、
5
月
初

E

め
市
役
所
近
く
で
広
報
の
表
紙
写
真
を
撮

-
影
し
て
い
た
と
き
、
下
校
中
の
小
学
生
に

一
協
力
し
て
も
ら
っ
た
な
あ
ア
?
こ
れ
つ
て

-
も
し
か
し
て
:
・。
(
や
)

19 
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内
ヰ目 談 内 容 日 時 1J. ど 場 所 1J. ど 問い合わせ先

交通事故相談 7 月 8 日(月 )/ 1 0 時~ 15 時 市役所3階会議室 総務財政課交通安全係
(愛握県) 7 月 25 日 (木) / 10 時~ 15 時 市役所3階会議室 ft 24-211 1 内線323

人 権 ヰ目 談 7 月 15 日 (月 )/ 10 時~ 12 時 柳沢公民館
急ぐときは法務局 宮 24-4155

(法務省) 7 月 19 日 (金) / 10 時~ 12 時 市役所 3階会議室

人権擁護委員による 毎週月水-金曜日 法務局大洲支局
法務局大洲支局 ft 24-4155 

無 料 ヰ目 談 戸R (休日を除く) 9 時~ 16 時 人権相談室

~j- 政 キ目 談
7 月 20 日 (士)/ 10 時~ 16 時 市民会館

急ぐときは ft 24-5072 (山本)
(総務省) ft 24-4294 (辻)

市民法律相談 7 月 20 日(土) / 10 時~ 16 時 市民会館
※予約が必要。総務財政課行政係

ft24-2111内線328I 

社会保険相談
7 月 4 日(木)/1 0時~15時30分

大洲商工会議所
松山西社会保険事務所

7 月23 日 (火)/10時~15時30分 ft 089-925-51 05 

不動産無料相談 7 月 15 日 (月 )/ 9 時~ 16 時 宅建協会大洲支部 (有)上田喜六不動産 合 24-4452

無料発明相談会
7 月 1 日 (月 )/ 13 時~ 17 時 テクノプラザ愛媛 ※予約が必要。制発明協会
7 月 15 日 (月 )/ 13 時~ 1 7 時 今治商工会議所 ft 089-960-1103 

i一般相談 毎週月・水ー金曜日 大洲市総合福祉
心配ごと l法律相談 毎週火曜日 センター

受付は総合福祉センター 1階
l介護相談 毎週木曜日

(相談室直通)
社会福祉協議会窓口まで

相 談 I(相談時間) 10 時~ 12 時、 13 時~16 時 合 23-0313
(祝祭日・年末年始を除く) ft 23-5629 

家庭児童相談 毎日の執務時間中 市役所高齢福祉課 合 24-2111 内線 178

人権・同和問題(i:
毎日の執務時間中

大洲隣保館 合 24-6100
関する何でも相談 大洲福祉会館 合 25-0947

青少年相談電話 毎日の執務時間中 青少年センター ft 24-7830 

ふれ愛スクール相談電話 毎日の執務時間中 国立大洲青年の家 ft 24-1414 

案と
ー，尽

ιー談本目

※いずれも無料です。お気軽にご相談ください。

市
島
'
読
ん
で
ト
ク
す
る

創

w
mっ
け
な
い
コ
ツ
替
え
ま
す
⑤

a岬
&
'

「
私
に
も
こ
ん
な
こ
と
が
あ
る
よ
と
い
う
人
。

.
4
5

ち
ょ
っ
と
し
た
注
意
で
事
故
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

---------

パックでは後ろばかりに気を取られがち

だが、ハンドルを切ってパックするときは、

前の角も必ず確認する。例えばハン ドルを

左に切ってパックしていくと、車体は右側

に大きく膨らむ (写真)ため、後ろだけ見

ていると右前角がぶつかつてしまう。

前進駐車からパックで出る時や、方向転

換の場合に特に気を付ける。

轟前二回L;

方向転換は初めての場所で行う場合が多

く、バックで死角が多いため注意が必要。

「道を間違えた」と慌てて方向転換する と、

どこかに必ず見落としがある。障害物がな

いかよく確認してから行う。

また視界が良さそうなところでも慎重

に。何もないと思い込むと操作が荒くなり、

ぶつかった時のダメ ージも倍増する。パック時の盲点Ictr前角Jにあり

市民の動き 大洲市内の交通事故

5月末現在 昨年同期

件 数 107 111 

負傷者 145 135 

死者 l 2 

平成14年5月31日現在

31人 (-8)

38人(+15) 

出生

死亡

39，207人 (+7)

18，677人 (+8)

20，530人 (ー1)

14，719世帯 (+22)

人口

男

女

世帯数

今月の納税は

国民健康保険税1期
固定資産税 2期

お

( )内は対前月比納期限は7月31日です
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